
４月８日、新造船「ときわ丸」が就航！……………２～3
臨時福祉給付金のお知らせ、…
子育て世帯臨時特例給付金のお知らせ………… 4～5
佐渡産品提供店（サドメシラン）を募集しています……7
軽自動車税と自動車税の納期限は６月２日㈪です……8
平成23年度行政監査の結果に基づいた…
改善措置等の状況について………………………… 10
平成24年度定期監査の結果に基づいた…
改善措置等の状況について… ……………………… 11
公営住宅の入居者を募集します… ………………… 16

市制施行10周年祝

19年ぶりに、 
新造船「ときわ丸」が
就航しました！
　4月８日㈫、カーフェリーとしては19年ぶりの新造船
となる「ときわ丸」が、定期運航を開始しました。ときわ
丸は、乗客1500人、乗用車168台を乗せることができ、
両津港と新潟港を２時間20分で結びます。
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４月８日、新造船「ときわ丸」が就航！
　

４
月
８
日
㈫
、
カ
ー
フ
ェ
リ
ー
と
し
て

19
年
ぶ
り
の
新
造
船
「
と
き
わ
丸
」
が
、

両
津
港
・
新
潟
港
間
の
定
期
運
航
を
開
始

し
ま
し
た
。

　

就
航
記
念
式
典
の
後
、
新
潟
港
を
午
前

９
時
25
分
に
出
港
し
た
と
き
わ
丸
第
１
便

に
は
、
観
光
客
な
ど
３
６
６
人
が
乗
船
し
、

２
時
間
20
分
の
船
旅
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

午
前
11
時
45
分
に
両
津
港
に
到
着
し
た

乗
客
た
ち
を
、
甲
斐
市
長
、
祝
市
議
会
議

長
、
木
村
佐
渡
観
光
協
会
理
事
長
、
佐
藤

佐
渡
地
域
振
興
局
長
、
佐
渡
の
ホ
テ
ル
旅

館
の
女
将
で
つ
く
る
「
美
佐
渡
会
」、
佐

渡
市
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ
「
サ
ド
ッ
キ
ー
」
や

「
ブ
リ
カ
ツ
く
ん
」が
お
出
迎
え
し
ま
し
た
。

　

両
津
港
で
の
記
念
式
典
で
は
、
佐
渡
汽

船
株
式
会
社
の
木
村
副
社
長
が
主
催
者
あ

い
さ
つ
を
、
甲
斐
市
長
、
祝
市
議
会
議
長
、

佐
藤
佐
渡
地
域
振
興
局
長
が
祝
辞
を
行
い

ま
し
た
。
そ
の
後
、
鼓
志
の
会
に
よ
る
鬼

太
鼓
が
披
露
さ
れ
、
関
係
者
に
よ
る
テ
ー

プ
カ
ッ
ト
と
お
客
さ
ま
代
表
に
よ
る
く
す

玉
割
り
で
就
航
を
祝
い
ま
し
た
。

　

両
津
港
で
と
き
わ
丸
に
乗
船
す
る
約

１
０
０
人
を
、
式
典
関
係
者
一
同
で
お
見

送
り
を
し
、
午
後
０
時
40
分
に
と
き
わ
丸

が
無
事
出
港
し
ま
し
た
。

左から佐藤佐渡地域振興局長、甲斐市長、木村佐渡汽船株式会社副社長、木村佐渡観光協会理事長、祝市議会議長

ときわ丸第1便のお客さまをお出迎え

鼓志の会による鬼太鼓

関係者一同でお見送り
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４
月
３
日
㈭
、
定
期
運
航
に
先
立
ち
、

両
津
港
で
と
き
わ
丸
が
一
般
公
開
さ
れ
ま

し
た
。
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
春
休
み
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
子
ど
も
連
れ
の
方
も
多

く
訪
れ
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
ロ
ビ
ー
で
は
、

乗
船
を
待
つ
長
い
列
が
幾
重
に
も
つ
な
が

り
、
市
民
の
期
待
の
高
さ
を
う
か
が
わ
せ

ま
し
た
。

　

木
目
調
の
内
装
と
ト
キ
の
レ
リ
ー
フ
が

目
を
引
く
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
の
ほ
か
、

通
常
見
る
機
会
の
少
な
い
操
舵
室
や
特
等

室
な
ど
も
見
学
で
き
、
写
真
を
撮
る
人
や
、

イ
ス
席
の
座
り
心
地
や
ベ
ッ
ド
の
寝
心
地

な
ど
を
確
か
め
る
人
な
ど
、
大
い
に
楽
し

ん
で
い
る
よ
う
で
し
た
。

　

と
き
わ
丸
に
は
、
海
の
景
色
を
一
望
で

き
る
展
望
ラ
ウ
ン
ジ
や
操
舵
室
見
学
ル
ー

ム
、
足
腰
の
弱
い
方
に
配
慮
し
て
２
等
イ

ス
席
、
車
い
す
の
ま
ま
入
る
こ
と
が
で
き

る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
席
、
親
子
優
先
席
、
授

乳
室
、
キ
ッ
ズ
ル
ー
ム
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

プロムナード（通路）

操舵室

エントランスホール

1等イス席

特等船室

2等イス席

1等ジュウタン席

展望ラウンジ

2等ジュウタン席

◆ときわ丸の概要
　全長／125ｍ　　最大幅21.8ｍ　　総トン数／5,380トン
　最大速力／19.1ノット（時速約35.4㎞）　　航海時間／２時間20分
　最大旅客定員／1,500 人　　車両積載台数／乗用車のみの場合168 台
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臨時福祉給付金のお知らせ
お問い合わせ　市役所社会福祉課　地域福祉係　☎６３－５１１３（内線 292） 
　　　　　　　または、各支所・行政サービスセンター窓口

　消費税率の引上げに際し、所得の低い方々への負担の影響を考え、暫定的・臨時的な給付措置として実
施します。
○支給対象者
　基準日（平成 26年１月１日）において、佐渡市に住民登録がされている方で、平成 26年度分の住民
税が課税されていない方
　（ただし、課税されている方の扶養親族等や生活保護の受給者等は除きます。）
※�電話での課税状況等のお問い合わせについては、本人確認ができないため回答できません。あらかじ
めご理解をお願いします。（課税の有無は 6月中旬に決定します。）

○支給額
・対象者１人につき 10,000 円
・【加算対象者】は１人につき 5,000 円を加算

　【加算対象者】
　・老齢基礎年金、障害基礎年金、遺族基礎年金等の受給者
　　（平成 26年３月分の受給権があり、４月分または５月分の年金の支払いがある方が対象）
　・児童扶養手当、特別障害者手当等の受給者など
　　（平成 26年１月分の手当等を受給している方が対象）

○申請書の提出方法
　６月中旬以降、支給対象に該当すると思われる方に申請書等を郵送します。申請書に必要事項を記入
の上、同封の返信用封筒に入れて郵送してください。（市役所、各支所・行政サービスセンターの窓口
でも受付けます）

子育て世帯臨時特例給付金のお知らせ
お問い合わせ　市役所社会福祉課　子育て支援係　☎６３－５１１３（内線 287） 
　　　　　　　または、各支所・行政サービスセンター窓口

　消費税率の引上げに際し、子育て世帯への影響を緩和するとともに、子育て世帯の消費の下支えを図る
観点から、臨時的な給付措置として実施します。
○支給対象者
　基準日（平成 26年１月１日）において、佐渡市に住民登録がされている方で、次の２つの要件を満
たす方
　①平成 26年１月分の児童手当・特例給付の受給者
　②平成 25年の所得が児童手当の所得制限限度額未満であること

○対象児童
　支給対象者の平成 26年１月分の児童手当・特例給付金の対象となる児童
　（ただし、臨時福祉給付金の対象となる児童や生活保護の受給者となっている児童は除きます。）

○支給額　対象児童１人につき 10,000 円
○申請書の提出方法
　申請書は、６月に「児童手当・特例給付現況届」のご案内に同封し発送します。現況届とあわせて市
役所、各支所・行政サービスセンターの窓口に提出してください。

受け取ることができるのはどちらか１つの給付金です（臨時福祉給付金が優先されます）
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「臨時福祉給付金」や「子育て世帯臨時特例給付金」の 
　　　“振込め詐欺”や“個人情報の詐取”にご注意ください
　臨時福祉給付金や子育て世帯臨時特例給付金については、まだ皆さんへのご連絡や給付を行なう段
階ではありません。
　ご自宅や職場などに佐渡市や厚生労働省（の職員）などをかたった電話がかかってきたり、郵便物
が届いたりしたら、迷わず市役所や最寄りの警察署（または警察相談専用電話☎＃９１１０）にご連
絡ください。

こんなにお得！ がん検診（胃がん・大腸がん検診）が始まります
お問い合わせ　市役所市民生活課　健康推進室　☎６３－３１１５

　「がんの治療費は高額になる」といわれますが、どのくらいかかると思いますか？
　手術前の通院や退院後の自宅療養等を含めると、経済的にも社会的にも大きな負担となります。
　がん治療の平均入院日数と治療費は以下の通りです。

　「早く見つけて、早く直す」ことが大切
です。胃がん・大腸がんは早期のうちに
治療すれば 90％以上が治癒します。早け
れば早いほど負担は少なく済みます。

　平成 24年度の市の検診から発見された
胃がんの約４割、大腸がんの約８割が早
期がんでした。

　市の検診は以下のとおりで、大変お得に受けられます。
　早期発見・早期治療でその損失を最小
限にすることができます。
　大切な命を守るためにがん検診を受け
ましょう！

がんの種類 平均入院日数 平均自己負担額�
（3割負担の方）

胃がん 20.2 日 約 25万円

直腸がん 16.8 日 約 23万円

㈳全日本病院協会ＨＰより抜粋。治療費は万円未満四捨五入。

がんの種類 検診費用 自己負担額

胃がん 4,482 円 1,000 円

直腸がん 1,620 円 検査 500 円、容器代 300 円

臨 時 福 祉
給 付 金

子育て世帯
臨時特例給付金

所得の低い方の負担を緩和します。

低所得世帯

子育て世帯の負担を緩和します。

対象者
高齢者世帯

子どもがみんな
高校生以上の世帯

単
身
世
帯

フ
リ
ー
タ
ー

中学生以下の子がいる世帯
（子育て世帯）

中所得世帯

対象者
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障がい者相談支援事業所のご案内
お問い合わせ　市役所社会福祉課　障がい福祉係　☎６３－５１１３

　佐渡市では障がいのある方が自立した日常生活・社会生活を営むことができるよう、各種の相談や必要
な支援を行なう「相談支援事業」を実施しています。
　下記の相談支援事業所で、障がいのある方やご家族等からの福祉に関する各種相談に応じ、情報の提供
や助言、福祉サービス利用援助等の必要な支援を行ないます。
　相談に要する費用は無料です。お気軽にご利用ください。
■対象者　市内にお住まいの、障がいのある方や、その家族の方々からのご相談をお受けしています。
■相談支援事業所では以下のような相談支援を行っています。
　○生活全般についての相談　　　　　　○障がい福祉サービス利用についての情報提供や助言
　○社会生活力を高めるための支援　　　○専門機関の紹介及び連絡調整
　○サービス等利用計画の作成　など
※�サービス等利用計画とは、障がい福祉サービスの支給決定を受けている方が、さまざまなサービス等を適切に活用するための計
画です。この計画は、これからサービスの利用を希望される方、サービスを利用している方全員に作成することとされています。

■相談支援事業所一覧
名称 所在地 電話番号 ＦＡＸ

相談支援事業所こもれび
（※「そよかぜ」より名称変更） 三瀬川 382- ７（移転） ６７－７６６０ ６７－７７８４

相談支援事業所さど 新穂長畝 910 ２２－３９７７ ２２－３８４３

相談支援事業所はまなすの家 八幡町 340 ５１－１２００ ５１－１２０１

相談支援事業所愛らんど 新穂潟上 718（移転） ６７－７５８１ ６７－７５８１

障がい者就業・生活支援センター移転・名称変更のお知らせ
　障がい者就業・生活支援センター「そよかぜ」は、「あてび」と名称を変更し、施設を下記に移転しまし
た。なお、電話番号・業務内容については変更ありません。
　新名称　　障がい者就業・生活支援センター　あてび
　新所在地　佐渡市三瀬川 382-7
　☎６７－７７４０　　ＦＡＸ６７－７７８４　　メール atebi.work@email.plala.or.jp

心配ごと相談日（5/15～6/15）
　生活のさまざまな心配ごと
や困りごとを気軽に相談でき
る窓口を開設しています。お
住まいの地区以外での相談も
できますので、ぜひご利用く
ださい。相談は無料で、予約
は不要です。直接、相談日に
お越しください。秘密は守ら
れます。
事業に関するお問い合わせ
　社会福祉協議会本所
　☎８１－１１５５
※�こちらの電話ではご相談は受付
けておりません。

地区 相談日 時間 会場

両津

5 月 23 日㈮
6月���2�日㈪
6月 13日㈮

13:00 ～ 16:00
両津福祉センターしゃくなげ

6月���7 日㈯ 18:00 ～ 20:00

相川

5 月 16 日㈮
5月 22日㈭

9:00 ～ 12:00 ワイドブルーあいかわ
6月���3 日㈫
6月 10日㈫

新穂 6 月���5 日㈭ 9:00 ～ 12:00 新穂行政サービスセンター
畑野 5 月 26 日㈪ 9:00 ～ 12:00 畑野農村環境改善センター
真野 6 月���6 日㈮ 9:00 ～ 12:00 真野老人福祉センター寿楽荘
羽茂 6 月 11 日㈬ 13:30 ～ 16:30 羽茂農村環境改善センター
赤泊 5 月 21 日㈬ 13:30 ～ 16:30 赤泊福祉保健センターやすらぎ
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佐渡産品提供店（サドメシラン）を募集しています
お問い合わせ　市役所産業振興課　地産地消推進係　☎６３－３７９１

　市内産の農林水産物と加工品を積極的に取り扱う小売店や飲食店等を募集しています。基準を満たす店
舗は佐渡産品提供店（サドメシラン）として認定し、市内外に広く PRします。

認定基準
　共通事項のほかに、直売所、小売店、飲食店等それぞれ基準を満たす必要があります。
　共通事項　
①�佐渡産品の普及に努めるとともに、市内産農林水
産物等を積極的に活用・販売・ＰＲすること。
②�佐渡産品提供店であることを市の広報等で紹介
することに承諾すること。

③�市が実施する事業に積極的に協力すること。（関
連事業例：キャンペーンイベント、チラシ、パン
フレット等の設置等）
④食品衛生法や関連法令等を遵守していること。

　個別基準　
○�小売店（直売所）　市内産農林水産物等の量また
は金額の割合が８割以上であること。
○小売店（直売所以外）
　①�市内産農林水産物等を１年を通じて販売する
こと。

　②�他の商品とは別に市内産農林水産物等の売り
場スペースを店内に５％以上確保すること。

○飲食店等（ホテル・旅館を含む）
　①�使用している市内産農林水産物等をメニュー
で分かりやすく表示すること。

　②次に掲げる項目のうち、２つ以上該当すること。
　　ア　�市内産農林水産物等を品目または重量で

５割以上使用したメニューを１年を通じ
て提供すること。

　　イ　�１年を通じて使用する米が「佐渡産コシヒ
カリ」100％であること。

　　ウ　�市内産農林水産物等を使った郷土料理を
１年を通じて提供すること。

　　エ　�にいがたフード・ブランド等の佐渡産品目
（コシヒカリ、ル�レクチエ、いちご、おけ
さ柿、和牛、ブリまたは南蛮エビ）を使っ
た佐渡らしいメニューを１年を通じて提
供すること。

認定証と広報
　基準を満たした店舗には佐渡の木「アテビ」で制作した店舗名入りの認定証を提供するとともに、市の
広報で周知するほか、冊子や観光パンフレット等へ掲載し、市民や観光客へ積極的にＰＲします。
　詳しくは、佐渡市ホームページをご覧になるか、佐渡市産業振興課地産地消推進係までお問い合わせく
ださい。

 　地産地消で佐渡を元氣にしよう！    

「野菜の配送 お手伝いします！」
お問い合わせ　�市役所産業振興課　地産地消推進係�

☎６３－３７９１

　「野菜は作っているけど、出荷先がない」「出荷したいけど、配
送手段がない」「せっかく作ったけど、余らせてしまう」そんな方
がいらっしゃいましたら、お声がけください。
　佐渡市では「庭先集荷事業」として、農産物の販売をお考えの
方の配送・納品のお手伝いをします。
　お申し出をいただくと、まずは担当職員が現地確認へ伺い、品目・
数量・品質のチェックを行います。その後、配送・納品の計画を
作成し、スケジュールに沿って職員が集荷へ伺います。出荷先は、
主に市の施設（学校・保育園・高齢者施設）です。
　まずは、担当までお気軽にお問い合わせください。
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軽自動車税と自動車税の 
　　　　　納期限は６月２日㈪です
　平成 26年度軽自動車税と自動車税の納税通知書が５月中旬に発送され
ますので、納期限までに納税されますようお願いします。口座振替をご利
用の方は、あらかじめ残高をご確認ください。
　納税通知書がお手元に届きましたら、開封のうえ、内容をご確認いただ
き、不明な点等がありましたら、お問い合わせください。

越後杉を使用した公共的施設に補助をします
　県では、越後杉ブランド認証材（以下、「越後杉」とします。）を使用した公共的施設（※）の整備に対し
て補助をしています。
　ご予定のある地域の方はぜひご検討ください。

　○補助対象
　　越後杉（基準以上の量）を使用した公共的施設における、
　　・新築、増改築、あるいは、壁、床などの木質化
　　・木製遊具、デッキなどの外構の整備
　　・施設整備に併せた、普及効果の高い木製品の導入　等
　○助成額
　　・越後杉に関する木工事費および木製品導入費の１／２以内
　　　（他事業と重複申請の場合は、補助対象事業費の５％以内）
　　・助成額上限は、1,000 万円
　○事業主体
　　学校法人、社会福祉法人、ＮＰＯ法人、民間事業者等（町内会も含みます）
　　注事前審査があり、計画の認定を受けないと補助が受けられません。

※�集会施設や、幼稚園、保育所、高齢者施設などの福祉施設のほか、学校、マーケット、旅館、銀行等の
共用部分についても対象になります。
　詳細は、佐渡地域振興局林業振興課（☎７４－３４５０）までお問い合わせください。
　県のホームページ（http://www.pref.niigata.lg.jp/rinsei/1220378602600.html）でもご案内しています。

◆自動車税に関するお問い合わせ
佐渡地域振興局県税部収税課☎７４－３３１０
　納税通知書に記載されている金融機関やコンビ
ニエンスストア、地域振興局県税部窓口等でお早
めに納税してください。

【クレジットカード納税ができます】
　インターネット（Ｙａｈｏｏ！公金支払い）を利用して
クレジットカード（ＶＩＳＡ、ＭａｓｔｅｒＣａｒｄ、ＪＣＢ
のロゴのあるもの）で自動車税が納税できます。
※�ただし、コンビニエンスストアおよびクレジットカードでの
納税は、６月３日以降は利用できません。
　詳しくは新潟県税務広報ホームページ「県税の窓口」
　（http://www.pref.niigata.lg.jp/zeimu/）をご覧ください。

◆軽自動車税に関するお問い合わせ
市役所税務課市民税係☎６３－５１１０
または、各支所・行政サービスセンター　税務
窓口

【コンビニ納税ができます】
　全国の主なコンビニエンスストアで軽自動車
税が納税できます。（ただし、納期限までです。）
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平成26年度　中心市街地活性化事業補助金 
（空き店舗対策事業）のお知らせ

　市内の中心市街地にある空き店舗等を活用して新規に開業する人、商店を営んでいる人に対して店舗の
改修等を支援します。

補助要件等
項目 新規開業枠 商店リニューアル枠

補助対象者
空き店舗を活用し、新規開業を目指す人
※市税等の滞納がない人
※開業から１年以上継続して営業できる人

商店を営んでおり、今後も継続して営業す
る意思のある人
※市税等の滞納がない人

対象業種 卸売業、小売業、宿泊業、飲食サービス業、生活関連サービス業、教育、学習支援業

対象エリア 市内の中心市街地（詳細はお問い合わせください。）

補助項目 改装費及び賃借料 改装費

補助率 １／２以内

補助上限額 改装費　50万円
賃借料　５万円／月

50万円

採択上限数 1 件

補助対象経費
項目 新規開業枠 商店リニューアル枠

改装費 内装工事、外装工事、給排水設備工事、電気・ガス工事、サイン工事、空調施設等の附
帯設備設置

備品購入費 店舗等で専ら使用する備品
（主な例：陳列棚、ショーケース、調理器具、机、イス　など）

賃借料 店舗の賃借に係る経費（礼金、敷金および
共益費等は除く）

※�ただし、改装工事の発注先や備品の購入先は市内の事業者に限り、補助金交付決定前に発生した経費に
ついては対象外とします。
応募方法　�募集期間内に、必要書類を市役所産業振興課商工振興係へ提

出してください。
　募集期間　５月 12日㈪～�６月 13日㈮（午後５時必着）
　提出書類　①　佐渡市産業振興事業補助金交付申請書（様式第１号）
　　　　　　②　中心市街地活性化事業実施計画書
　　　　　　③　店舗の位置図
　　　　　　④　改装する場所の現況写真
　　　　　　⑤　改装工事または備品購入に係る見積書
　　　　　　⑥　納税証明書
　　　　　　⑦　賃貸借契約書の写し（新規開業者で賃借の場合）

お問い合わせ　市役所産業振興課　商工振興係（第２庁舎内）☎６３－３７９１　FAX６３－５１２６
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５月は「赤十字運動月間」～今年も活動資金にご協力をお願いいたします～
　赤十字の活動は、毎年、自治・町内会を通じて、県民の皆さまからお寄せい
ただく社費（赤十字会費）と寄付金、企業や団体の皆さまから寄せられる寄付
金で成り立っています。
　今年も東日本大震災で県内へ避難されている方々への支援や、次の災害に備
えた救援物資の備蓄や医療チームの訓練など、救護体制の強化に努めてまいり
ますので、赤十字活動資金へのご理解とご協力をお願いします。
※お預かりした義援金は、100%被災地にお届けしています。

平成23年度行政監査の結果に基づいた改善措置等の状況について
　佐渡市監査委員は、平成 23年度に実施した行政監査の結果を受けて、市長から改善措置等を講じた旨
の通知を受けましたので、次のとおりその内容をお知らせします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　佐渡市監査委員　清水一次
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　佐渡市監査委員　根岸勇雄

指摘事項 改善措置等の状況

⑴備品台帳と美術品の再点検について
　施設によっては、備品台帳に登載されている美術品があったか
と思うと、他に独自の台帳に登載されていたり、あるいは台帳の
登載もないというものが見られた。平成 21年の調査での美術品
の定義に不充分なところがあり、いたしかた無い面もあるが、今
後は台帳に登載すべき美術品という定義づけをしっかり行い、備
品台帳に登載することが美術品を把握するという面で有効である。
また、各所管課においては現品と台帳の照合をスムースに進める
ためにも、写真つきの台帳を整備することが有効であると考えら
れる。なお、今回の監査で 96点の登載漏れの美術品が見つかっ
たので再度全部の施設を点検されたい。

　平成 23年９月から 10月にかけて、施
設に保管している美術品に台帳登載漏れ
がみられることから庁内に通知し、調査
及び台帳整備を実施しました。（平成 23
年９月 22日付け佐財第 377 号）
（財務課庁舎整備室）

⑵美術品の保管と活用について
　すべて施錠される施設に保管されている。しかし、湿度や防虫
面は対応されておらず結果的にぞんざいな扱いと言わざるをえな
い。それぞれの美術品の価値を損ねることのないよう配慮された
い。
　美術品の中には収蔵庫等にしまいこまれ、いわば ｢死蔵｣ され
ていると言わざるをえないものがある。自治体が所管する美術品
は、多くが寄贈されたものであるため展示・公開することが使命
である。財政的に難しいのは承知しているが、遊休施設を利用す
るなど美術品本来の目的が果たせるよう工夫されたい。

　平成 25 年１月から２月に両津博物館
主催による「佐渡市所蔵お宝展」で市施
設に保管されている美術品を公開しまし
た。

⑶所在不明となっている美術品の再調査について
　今回の調査で佐渡会館所蔵の美術品で台帳にはあるが実物が確
認できなかったものが１点あった。早期に再調査されたい。

　調査を進めましたが、美術品の所在は
不明です。物品亡失の書類を作成のうえ、
台帳を整備します。

日本赤十字社　新潟県支部
お問い合わせ　市役所社会福祉課　地域福祉係☎６３－５１１３
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平成24年度定期監査の結果に基づいた改善措置等の状況について
　佐渡市監査委員は、平成 24年度に実施した定期監査の結果を受けて、市長から改善措置等を講じた旨
の通知を受けましたので、次のとおりその内容をお知らせします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　佐渡市監査委員　清水一次
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　佐渡市監査委員　根岸勇雄

指摘事項 改善措置等の状況

⑴業務委託に係る随意契約について
　地方公共団体の事務処理は、地方自治法第２条第 14項において「地
方公共団体は、その事務を処理するに当たっては、住民の福祉の増
進に努めるとともに、最小の経費で最大の効果を挙げるようにしな
ければならない。」と規定されている。予算執行に当たっては、限ら
れた予算をいかに効果的・効率的に活用すべきか常に考える必要が
ある。執行手続きの一つが契約行為である。
　地方公共団体の契約は、競争入札が原則であり、随意契約は例外
的な方法である。随意契約とすべき理由、業者選定の理由、契約金
額等その手続きにあっては、公平性・透明性・経済性等が客観的に
担保されなければならない。
　今回の監査では、財務規則等に示された手続がなされていない事
例が多数見受けられた。「随意契約とは何か」を担当者が十分に理解
し、事務を執行しているとは言い難い現状であると考えられる。特
に１者のみを特定し契約している場合については、それが唯一の相
手方なのか、契約金額に妥当性があるのかを客観的に検証していく
必要があると思われる。
　市における契約事務処理に関しては、現在、財務課契約検査室を
中心とした大きな組織的流れが定着しているが、その内容は工事に
関する契約が主体であり、それ以外の多くの契約処理は各課にゆだ
ねられている。今回の結果をみる限り、残念ながら契約処理の基本
が各課に十分に浸透しているとは言い難い。
　契約は、予算執行の基本となるものであり、職員一人ひとりが共
通の認識のもと法令等に則り適正に処理しなければならない。その
ためにも、効果的効率的に事務処理ができるような事務処理マニュ
アルの作成や基本書式の統一、研さんのための職員研修の実施等全
庁を挙げた組織的な取組を検討されたい。
　また、決裁権限について、佐渡市事務決裁規程における「契約の
締結事務」の決裁責任者と、財務規則別表第１における「専決区分」
との間で、解釈によって担当者が判断に苦慮する場合が生じること
から、文言等の見直しを図られたい。

　業務委託に係る随意契約について、
定期監査における指摘事項を中心に、
契約検査室から全庁への指導として
３月から４月にかけて説明会とグ
ループウェア掲示板での周知を重ね
ました。（説明会３回、掲示板５回）
　監査の指摘を受けた各課の改善意
識も高く、この期間中は非常に多く
の担当者から問い合わせを受け、個
別指導も重ねてきました。
　また、契約保証金の徴収について
財務規則第 145 条第５項を改訂し、
規則と実体の整合性を図りました。
（財務課契約検査室）

守ろう！電波のルール
�６月１日から 10日は、電波利用環境保護周知啓発強化期間です。私たちみんなの財産である電波の良好
な利用環境を守るため、不法無線局をなくし、電波を正しく使いましょう。
　電波に関することは、総務省信越総合通信局までお気軽にご相談ください（無料）。
お問い合わせ　総務省　信越総合通信局
　★無線設備への混信・妨害および違法な無線設備の情報に関すること
　　　監視調査課　　　☎０２６－２３４－９９７６
　★テレビ・ラジオなど放送の受信障害に関すること
　　　受信障害対策官　☎０２６－２３４－９９９１
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平成26年度「尾瀬サミット」小中学生３県交流事業 
尾瀬子どもサミット 参加者募集

　新潟、福島、群馬の小・中学生が尾瀬に集まり交流し、３泊４日の日程で貴重な自然環境や環境保護の
あり方について学習することで、環境問題に対する認識を深めます。また、参加者を広く県内から募集す
ることにより、環境保護活動について県民の意識啓発を図ります。
内 　 容� 自然保護活動、動植物の観察、交流会、全体発表会、知事報告会
対 象 者� 参加者は、次の条件のすべてを満たす児童・生徒
� ①�県内に在住する小学校５・６年生および中学校１年生から３年生（中等教育学校前期課程

生徒を含む）
� ②活動の全日程に一人で参加できる人
� ③３泊４日の尾瀬での生活に耐えられる人
� ④動植物、自然保護などに関心のある人
� ⑤過去に参加していない人
� ※アレルギー疾患等によりに参加できない場合があります。
募集人数� ２０人
応募方法� �在籍する学校から募集要項をもらい、必要事項を記入の上、５月 28日 ( 水 ) までに学校に提

出してください。
参加者の決定� 新潟県教育庁生涯学習推進課が参加者を決定し、６月中旬に通知します。
参 加 費� 10,000 円（集合場所までの交通費、参加者装備品および軽食などは自己負担）
開催期間� ７月 29 日㈫～８月１日㈮・３泊４日
開催場所� 尾瀬沼周辺
宿泊場所� 尾瀬沼ヒュッテ（福島県南会津郡檜枝岐村字燧ヶ岳１）
主　　催� 新潟県教育委員会、福島県教育委員会、群馬県、群馬県教育委員会
お問い合わせ　新潟県教育庁生涯学習推進課　生涯学習振興係　☎０２５－２８０－５６１６

平成27年４月採用新潟大学地域医療教育センター・ 
魚沼基幹病院の就職説明会のお知らせ

　魚沼基幹病院に就職を考えている本人、就職活動を控えた各職種の養成施設在学生、保護者の方など、
魚沼基幹病院に興味のある方に対して就職説明会を実施します。就職説明会では、病院概要、職員採用試
験の説明、各職種の部門ごとに分かれての説明、質疑応答を実施します。
●就職説明会

日時 会場

５月 17日㈯　午後１時～ 高崎市　ホテルメトロポリタン高崎

５月 18日㈰　午前 10時～ 長岡市　まちなかキャンパス長岡

５月 24日㈯　午後１時 30分～ 東京都　東京国際フォーラム

●申込方法　�参加希望者は、一般財団法人新潟県地域医療推進機構ホームページ（「魚沼基幹病院」でウェ
ブ検索または以下のQRコード）の申し込みフォーム、または、電話でお申し込みください。

●申込期限　�各就職説明会の実施日の前日まで受け付けます。実施日の前日が休日の場合は、直前の平日
まで受け付けます。

●主　　催　一般財団法人新潟県地域医療推進機構
●お問い合わせ
　一般財団法人新潟県地域医療推進機構　開院準備局事務部総務課
　☎０２５－２８０－５９８６



13

清水寺の建造物４棟が 
文化財に指定されました

　市教育委員会は３月 27日付で、新穂大野にあ
る清

せい

水
すい

寺
じ

の建造物４棟を佐渡市指定有形文化財に
指定しました。
　清水寺は、大同３（８０８）年の創建と伝えられ、
現在の主な建造物は江戸時代中期から後期にかけ
て建てられました。中でも本堂は県内でも類のな
い懸

かけ

造
づく

りといわれる舞台付きのもので、今回の文
化財指定は、本堂をはじめとする直線の参道上の
建造物４棟について万全の保護を期するものです。
【新指定４件】
　清水寺本堂（附棟札１枚、佐

さ

州
しゅう

清
せい

水
すい

圖
ず

１枚）
　清水寺仁王門
　清水寺中

ちゅう

門
もん

　清水寺鐘楼（附棟札２枚）
お問い合わせ　市役所世界遺産推進課文化財室
　( 金井就業改善センター内 ) ☎６３－３１９５

「春の全国交通安全運動」 
出発式が行われました

　「春の全国交通安全運動」にあわせて、４月７
日㈪、両津地区のおんでこドームで、広報車両の
出発式が行われました。
　出発式では、かわいらしいトキの衣装を着た河
崎保育園の園児たちが誓いの言葉を発表しました。
その後、おんでこドーム横の道路で、交通安全を
呼びかける街頭指導が行われました。

めざせ2015人！　人文字を描こう！！ 
北陸新幹線開業１年前イベ

ントが 
開催されました

　４月 12 日㈯、上越市、妙高市、柏崎市、十日
町市と佐渡市でつくる「新幹線まちづくり推進上
越広域連携会議」などの主催で、住民参加型イ
ベント「めざせ 2015 人！�人文字を描こう！！」
が開催されました。
　参加者 2,198 人が、会場となった北陸新幹線上
越妙高駅西口広場で人文字を作り、空から写真を
撮るなど、北陸新幹線開業に向けてより一層機運
を盛り上げました。

佐渡市国際交流員のご紹介
　佐渡市民の皆さま、こ
んにちは。佐渡市国際
交流員の楊�蕾（ヤン�レ
イ）です。
　佐渡に来てあっとい
う間に一年が経ちまし
た。
　この一年間では、佐
渡の自然を満喫したり、伝統芸能を鑑賞したりし
て、佐渡の魅力を体験することができました。
　また、国際理解出前講座で佐渡の小中学校や集
落を回ったり、中国語講座を開催したりして、佐
渡の子どもたちや市民の皆さまと大変いい交流が
できたと思います。皆さまの応援のおかげで、一
年間楽しく仕事することができました。
　しかし、一年間ではまだ佐渡の魅力を知り尽く
すことができず、市民の皆さまともっと交流した
いと思い、佐渡でもう一年仕事をすることを決め
ました。今年度も国際理解出前講座や中国語講座
などを開催しますので、ぜひご参加ください。
　これからもよろしくお願いします。

河崎保育園の園児が交通安全誓いの言葉を発表

2,198人で描いた「ようこそ。越五の国へ。」の人文字
（上越妙高駅を背に撮影）
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お
　
知
　
ら
　
せ

 

墓
地
の
新
設
等
に
は
市
へ
の 

         

許
可
申
請
が
必
要
で
す

　

自
己
所
有
の
敷
地
内
で
あ
っ
て
も
、
墓

地
の
新
設
・
変
更
・
廃
止
に
は
市
の
許
可

が
必
要
で
す
の
で
、
市
の
窓
口
で
申
請
・

許
可
等
の
適
正
な
手
続
き
を
行
い
ま
し
ょ

う
。

　

な
お
、
原
則
と
し
て
個
人
墓
地
は
許
さ

れ
て
い
な
い
た
め
、
宗
教
法
人
営
墓
地
・

集
落
営
墓
地
な
ど
既
存
墓
地
の
利
用
を
お

願
い
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

　

市
役
所
環
境
対
策
課
環
境
対
策
係

　

☎
63
―
３
１
１
３

　

ま
た
は
、
各
支
所
市
民
課
市
民
生
活
係

行
政
相
談
委
員
に 

　
　
　
　

委
嘱
さ
れ
ま
し
た

　

行
政
相
談
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、

次
の
方
々
が
４
月
１
日
付
け
で
委
嘱
さ
れ

ま
し
た
。

　

行
政
相
談
委
員
は
、
総
務
大
臣
か
ら
委

嘱
さ
れ
た
民
間
有
識
者
で
、
国
民
の
身
近

な
相
談
相
手
と
し
て
、
国
の
仕
事
に
関
す

る
苦
情
な
ど
の
相
談
を
受
け
付
け
、
助
言

や
関
係
機
関
に
対
す
る
通
知
な
ど
、
解
決

の
促
進
を
図
り
ま
す
。
市
民
と
行
政
と
の

橋
渡
し
を
す
る
身
近
な
相
談
相
手
で
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

新
任
の
方

・
金
井
地
区　
　

渡わ
た

邉な
べ

日ひ

出で

子こ

さ
ん

・
新
穂
地
区　
　

松ま
つ

井い　

育い
く

子こ

さ
ん

再
任
の
方

・
両
津
地
区　
　

萩は
ぎ

野の　

由よ
し

之ゆ
き

さ
ん

・
相
川
地
区　
　

馬う
ま

込ご
め　

正ま
さ

彦ひ
こ

さ
ん

・
佐
和
田
地
区　

山や
ま

本も
と　

茂し
げ

夫お

さ
ん

・
畑
野
地
区　
　

木き
の

下し
た　

良よ
し

則の
り

さ
ん

・
真
野
地
区　
　

羽は

生に
ゅ
う
　

満み
つ

枝え

さ
ん

・
小
木
地
区　
　

中な
か

務つ
か
さ
　

朝あ
さ

雄お

さ
ん

・
羽
茂
地
区　
　

榎え
の
き
だ
に
谷　

方ま
さ

志し

さ
ん

・
赤
泊
地
区　
　

臼う
す

杵き　

一か
ず

男お

さ
ん

退
任
の
方

　

北き
た

見み　

巌
い
わ
お
さ
ん
（
金
井
地
区
担
当
）

　

早は
や

川か
わ　

喜よ
し

信の
ぶ

さ
ん
（
新
穂
地
区
担
当
）

　

長
い
間
、
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

お
問
い
合
わ
せ

　

市
役
所
総
務
課
市
民
相
談
室

　

☎
63
―
３
１
１
１

狩
猟
免
許
取
得
希
望
者 

　
　

講
習
会
を
開
催
し
ま
す

　

新
た
に
狩
猟
免
許
を
取
得
し
た
い
方
や

狩
猟
に
興
味
が
あ
る
方
を
対
象
に
、
鳥
獣

保
護
法
の
説
明
や
猟
具
の
取
扱
い
に
つ
い

て
の
講
習
会
を
実
施
し
ま
す
。

日�

時　
６
月
７
日
㈯　

午
前
９
時
30
分
～

　
　

午
後
３
時
（
予
定
）

場
所　
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
佐
渡

　
　
　

文
化
情
報
セ
ン
タ
ー

申
込
期
限　
５
月
26
日
㈪

申
込
方
法
等

　

佐
渡
地
域
振
興
局
健
康
福
祉
環
境

部
環
境
セ
ン
タ
ー
に
備
え
て
あ
る
申

込
用
紙
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申

込
用
紙
は
新
潟
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。（http://w

w
w
.pref.niigata.lg.jp/

kankyokikaku/1332968455188.
htm
l

）

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　

佐
渡
地
域
振
興
局
健
康
福
祉
環
境
部

　

環
境
セ
ン
タ
ー

　

〒
９
５
２
―
１
５
５
５

　

佐
渡
市
相
川
二
町
目
浜
町
20
―
１

　

☎
74
―
３
４
２
８

　


74
―
４
５
６
３

普
通
救
命
講
習
の
お
知
ら
せ

　

佐
渡
市
消
防
本
部
で
は
、
救
急
車
が
到

着
す
る
ま
で
の
時
間
に
、
そ
の
場
に
居
合

わ
せ
た
方
が
適
切
な
応
急
手
当
が
で
き
る

よ
う
講
習
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

い
ざ
と
い
う
時
、
大
切
な
人
を
助
け
る

た
め
に
必
要
な
の
は
、
確
か
な
知
識
と
技

術
、
そ
し
て
あ
な
た
の
勇
気
で
す
。

５
月
の
講
習

日
時　
５
月
25
日
㈰　

午
後
１
時
～

場
所　
相
川
消
防
署　

２
階
会
議
室

　
　
　
（
相
川
下
戸
村
１
４
１
―
３
）

講
習
内
容

Ⅰ
講
習（
３
時
間
）午
後
１
時
～
午
後
４
時

　

成
人
に
対
す
る
心
肺
蘇そ

生せ
い

や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の

使
用
方
法
を
講
義
と
実
技
で
学
ぶ
コ
ー
ス

で
す
。

Ⅱ
講
習（
４
時
間
）午
後
１
時
～
午
後
５
時

　

Ⅰ
講
習
の
内
容
に
知
識
の
確
認
と
実
技

の
評
価
が
加
わ
っ
た
コ
ー
ス
で
す
。

定
員　
５
人
程
度

　
　
　
（
小
学
５
年
生
以
上
が
対
象
）

受
講
料　
無
料

申
込
期
限　
５
月
23
日
㈮

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　

佐
渡
市
相
川
消
防
署　

救
急
・
救
助
係

　

☎
74
―
３
１
２
４

※�

６
月
は
中
央
消
防
署
、７
月
は
南
佐
渡
消
防
署

で
開
催
予
定
で
す
。

ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ

暮らしの情報
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ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
（
Ｂ
型
・
Ｃ

型
）
相
談
・
検
査
の
ご
案
内

　

佐
渡
市
は
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
で
Ｂ

型
肝
炎
と
診
断
さ
れ
る
方
の
割
合
が
、
県

平
均
の
約
２
倍
以
上
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
て
い
る
か
ど

う
か
は
、
検
査
を
受
け
な
け
れ
ば
わ
か
り

ま
せ
ん
。
検
査
は
、
無
料
匿
名
で
結
果
は

約
１
時
間
で
わ
か
り
ま
す
。

　

ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

特
に
次
に
該
当
す
る
方
は
、
ぜ
ひ
一
度

検
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

①�

40
歳
以
上
の
方
で
一
度
も
肝
炎
ウ
イ
ル

ス
検
査
を
受
け
た
こ
と
の
な
い
方

②�

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
を
受
け
た
か
ど
う

か
不
明
な
方

③�

過
去
に
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
を
受
け
た

か
も
し
れ
な
い
が
結
果
が
わ
か
ら
な
い

方
日
時　
５
月
26
日
㈪
午
後
１
時
～
４
時

会
場　
佐
渡
保
健
所

　
　
　
（
相
川
二
町
目
浜
町
20
―
１
）

料
金　
無
料

お�

申
し
込
み　
５
月
23
日
㈮
ま
で
に
事
前

の
予
約
が
必
要
で
す
。相
談
電
話（
☎
74

―
４
３
０
０
）ま
で
お
電
話
く
だ
さ
い
。

エ
イ
ズ
相
談
・
検
査
の
ご
案
内

　

エ
イ
ズ
は
特
別
な
方
だ
け
が
か
か
る
病

気
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

エ
イ
ズ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
て
い
る
か

ど
う
か
は
、
検
査
を
受
け
な
け
れ
ば
わ
か

り
ま
せ
ん
。
検
査
は
、
無
料
匿
名
で
結
果

は
約
１
時
間
で
わ
か
り
ま
す
。

　

ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時　
５
月
26
日
㈪
午
後
１
時
～
４
時

会
場　
佐
渡
保
健
所

　
　
　
（
相
川
二
町
目
浜
町
20
―
１
）

料
金　
無
料

お�

申
し
込
み　
５
月
23
日
㈮
ま
で
に
事
前

の
予
約
が
必
要
で
す
。相
談
電
話（
☎
74

―
４
３
０
０
）ま
で
お
電
話
く
だ
さ
い
。

日
本
赤
十
字
社
救
急
員
資
格

継
続
研
修
会
を
開
催
し
ま
す

　

赤
十
字
安
全
奉
仕
団
佐
渡
市
分
団
で
は
、

救
急
員
資
格
継
続
研
修
会
を
行
い
ま
す
。

日
時　
５
月
31
日
㈯

　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
１
時（
４
時
間
）

会
場　
吉
井
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　
　
　
（
吉
井
郵
便
局
と
な
り
）

受�

講
資
格　
救
急
員
養
成
講
習
の
認
定
証

の
有
効
期
限
が
１
年
未
満
の
方

申
込
期
限　
５
月
26
日
㈪

携�

行
品　
赤
十
字
救
急
法
救
急
員
認
定
証
、

三
角
巾
、
参
加
費
１
千
円
と
82
円
切
手

を
貼
っ
た
返
信
用
封
筒
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　

市
役
所
社
会
福
祉
課
地
域
福
祉
係

　

☎
63
―
５
１
１
３

「
広
げ
よ
う　

地
域
に
根
ざ
し

た　

思
い
や
り
」５
月
12
日
は

「
民
生
委
員
・ 

　
　
　

児
童
委
員
の
日
」で
す

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
厚
生
労
働

大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
、
地
域
や
関
係
す
る

機
関
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
皆
さ
ん

の
生
活
や
子
育
て
な
ど
の
相
談
・
支
援
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
児
童
福
祉
に
関
す
る
こ
と
を
専

門
に
担
当
す
る
主
任
児
童
委
員
は
、
子
育

て
の
支
援
や
児
童
健
全
育
成
活
動
な
ど
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
相
談
内
容

や
個
人
の
秘
密
は
固
く
守
る
よ
う
義
務
づ

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
生
活
の
中
で
心
配
ご

と
や
お
困
り
の
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

お
住
ま
い
の
地
区
を
担
当
し
て
い
る
民
生

委
員
・
児
童
委
員
に
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

　

市
役
所
社
会
福
祉
課
地
域
福
祉
係

　

☎
63
―
５
１
１
３

平
成
26
年
度
酒
類
販
売
管
理

　
　
　
協
力
員
を
募
集
し
ま
す

　

関
東
信
越
国
税
局
で
は
、
ス
ー
パ
ー
、

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、
酒
販
店
な
ど

へ
の
買
い
物
の
機
会
に
、
お
酒
売
場
の
未

成
年
者
飲
酒
防
止
の
た
め
の
表
示
状
況
等

を
確
認
し
、
税
務
署
に
連
絡
し
て
い
た
だ

く
「
酒
類
販
売
管
理
協
力
員
」
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

　

応
募
方
法
等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
国

税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.

nta.go.jp/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

　

新
潟
税
務
署
酒
類
指
導
官

　

☎
０
２
５
―
２
２
９
―
２
２
０
５

第
17
回
趣
味
の
山
野
草
と 

　
　
　
　
　
　

ミ
ニ
盆
栽
展

日
時

　

５
月
17
日
㈯
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　

５
月
18
日
㈰
午
前
９
時
～
午
後
４
時

会
場　
泉
公
民
館
（
黒
木
御
所
向
い
）

　

泉
乙
６
７
６
―
１　

☎
63
―
２
４
０
１

展
示
内
容　
春
の
山
野
草
、
変
わ
り
葉
・

　

斑
入
り
葉
の
植
物
、
小
品
盆
栽

そ
の
他

○�

栽
培
相
談　
植
物
の
特
性
に
応
じ
た
栽

培
や
管
理
の
仕
方
を
お
教
え
し
ま
す
。

○�

植
物
同
定　
名
前
の
わ
か
ら
な
い
植
物

を
お
持
ち
い
た
だ
く
と
、
そ
の
場
で
調

べ
て
お
教
え
し
ま
す
。

入
場
無
料

お
問
い
合
わ
せ

　

佐
渡
山
野
草
愛
好
会
（
北
條
）

　

☎
63
―
３
３
１
２
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佐渡一周線（莚場
地内）通行止めのお知らせ 平成26年４月１日～12月末（予定）

　平日の下記時間帯は通行できません。迂回路もしくは別の路線をご利用ください。

通行不可時間 解除時間
８：３０～　９：３０ ９：３０～　９：４５（15分間）
９：４５～１０：４５ １０：４５～１１：００（15分間）
１１：００～１２：００ １２：００～１３：００（60分間）
１３：００～１４：１５ １４：１５～１４：３０（15分間）
１４：３０～１５：４０ １５：４０～１５：５５（15分間）
１５：５５～１７：１５

※�迂 回 路：�多田皆川金井線～市道峯
山線～市道莚場１号線

　距 離：約９km
　所要時間：約15分
※�土曜･日曜･祝日についても通行できな
い日があります。規制の有無は、迂回路
入口の案内看板で確認してください。

お問い合わせ　新潟県佐渡地域振興局　地域整備部道路課　☎７４－３５４５（平日昼間）

公営住宅の入居者を募集します
お問い合わせ　市役所建設課住宅係　☎０２５９‐６３‐５１１８

　入居申込みには、共通の申込資格ＡからＣに加え、希望する住宅の特定の申込資格が必要です。
【共通の申込資格】
Ａ　市内に住所または勤務先があるか、住所を移そうとしていること
Ｂ　公租公課（市税など）を滞納しておらず、現に住宅に困窮していること
Ｃ　申込者（同居する親族を含む）が暴力団員でないこと

【特定の申込資格】
①　同居する親族（婚約者を含む）がいること
②�　収入月額が158,000円（高齢者世帯、障がい者のいる世帯、小学校就学前のお子さまがいる世帯などは
214,000円）以下であること
③�　収入月額が158,000円以上487,000円以下であること　
④�　申込者と配偶者（婚約者を含む）が同居し、�
満年齢合計が申込み日時点で70歳以下であること
⑤�　同居者が直系親族であり、入居後、速やかに当該賃貸住宅の所在地に住所を移転できること

＜公募する公営住宅一覧＞

地区 住宅名称 ( 所在階 ) 公募
戸数

特定
資格

単身
可能

建設
年度 構造区分 間取 月額家賃 ( 円 )

両津 大野第1住宅（１階） 1 ①② - H9 耐火構造３階建て 2LDK 25,800 ～ 38,400
大野第2住宅（1、3階） 2 ④⑤ - H14 耐火構造３階建て 3LDK 38,000【定額】

相川

栄町団地あやめ棟（2階） 1 ①② - H8 耐火構造３階建て 3DK 22,900 ～ 34,100
栄町団地野かんぞう棟（3階） 1 ①② - H3 耐火構造３階建て 2DK 21,500 ～ 32,000
県営おりと団地（1、2階） 2 ①② - S54 耐火構造４階建て 3DK 14,900 ～ 22,200
県営炭屋町団地（1、2階） 2 ①② - S58 耐火構造４階建て 3DK 16,600 ～ 24,800

金井 木戸沢住宅Ｃ棟 1 ①② - H13 木造２階共同建て 3DK 22,000 ～ 32,700
吉井住宅Ｃ、Ｄ棟 2 ② ○ H25 木造平屋長屋建て 2DK 16,200 ～ 26,200

真野 新町団地 1 ①③ - H12 木造平屋一戸建て 3DK 56,000【定額】
新穂 青木第2住宅 1 ①② - H5 木造平屋一戸建て 3DK 18,500 ～ 27,600

赤泊 真浦団地2 1 ①③ - H7 木造２階一戸建て 3LDK 38,000【定額】
真浦団地2 1 ③ ○ H9 木造平屋長屋建て 1LDK 18,000【定額】

■申込書類� 住宅入居申込書と必要書類（住民票の写しなど）を提出してください。
■申込み先� 市役所建設課住宅係　または各支所・行政サービスセンター住宅担当窓口
■申込期限� 5 月 30 日㈮　午後５時
■入居予定� 6 月下旬（申込者多数の場合、抽選となり、期間が延びる場合があります。）
■注意事項� 入居決定後、次のことが必要です。�
� ◆連帯保証人：市内在住親族２人（県営住宅は１人）　◆敷金の納入：家賃の３か月分

収入月額�＝��（合計所得額－各種控除額）� １２
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高
齢
者
を
ね
ら
っ
た
詐
欺
に
よ
る
被
害

が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
「
あ
な
た
だ
け
、
特
別
に
お
知
ら
せ
し

ま
す
」「
す
ぐ
に
手
続
き
し
な
い
と
裁
判

に
か
け
ま
す
」
な
ど
と
言
っ
て
契
約
を
急

が
せ
る
の
は
、
間
違
い
な
く
悪
質
な
業
者

で
す
。

　
次
の
よ
う
な
方
法
で�

　
　
　
　
撃
退
し
て
く
だ
さ
い
。

①��「
す
ぐ
に
返
事
を
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
」「
家
族
や
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

に
相
談
を
し
ま
す
」
と
伝
え
る
。

②��

相
手
方
の
連
絡
先
（
電
話
番
号
と
担

当
者
の
氏
名
）を
聞
い
て
、メ
モ
を
す
る
。

③��

い
っ
た
ん
電
話
を
切
り
、
家
族
や
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相
談
す
る
。

　
悪
質
な
業
者
は
、

○�

他
の
人
に
相
談
す
る
こ
と
を
や
め
さ
せ

よ
う
と
す
る

○�

す
ぐ
に
返
事
を
す
る
よ
う
に
急
が
せ
る
。

何
回
も
連
絡
し
て
く
る

○�

連
絡
先
を
教
え
な
い
、
ま
た
は
嘘
の
連

絡
先
を
教
え
る

な
ど
の
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

　

お
ど
さ
れ
た
り
、
急
が
さ
れ
た
り
し
て

家
族
や
周
り
の
人
に
相
談
す
る
の
が
困
難

な
場
合
は
、
相
手
に
返
事
を
す
る
前
に
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
自
分
の
財
産
を
守
る
の
は
、�

　
　
　
　
　
　
あ
な
た
自
身
で
す
。

　
「
こ
ん
な
こ
と
を
言
っ
た
ら
失
礼
で
は

な
い
か
」「
待
た
せ
た
ら
申
し
訳
な
い
」

な
ど
と
遠
慮
せ
ず
、「
あ
や
し
い
な
」
と

感
じ
た
ら
き
っ
ぱ
り
と
断
り
ま
し
ょ
う
。

　

心
配
な
と
き
は
、
早
め
に
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

　

佐
渡
市
立
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
（
佐
和
田
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
内
）

　
（
平
日
）
午
前
９
時
～
午
後
４
時

　

☎
57
―
８
１
４
３

生活情報
　　さ ど

「
あ
や
し
い
」
と
思
っ
た
ら
、
契
約
前
に
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ

勧
誘
に
は
、即
答
し
な
い
で
！

～「
相
談
し
て
か
ら
、連
絡
し
ま
す
」～

あなただけ、特別です。
すぐに契約して下さい！

佐
渡
市
立
両
津
中
学
校

　

当
校
は
、昭
和
35
年

に
創
立
し
た「
日
出
づ

る
東
中
」こ
と
東
中
学

校
と
、「
俊
英
南
中
」こ

と
南
中
学
校
が
、そ
れ

ぞ
れ
輝
か
し
い
53
年
の

歴
史
に
幕
を
閉
じ
、両

校
の
統
合
に
よ
り
昨
年
４
月
に「
佐
渡
市
立
両

津
中
学
校
」と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。

　

今
春
３
月
、こ
の
両
校
の
精
神
を
引
き
継
い

だ
第
１
回
卒
業
生
55
人
が
両
津
湾
を
望
む
春

日
台
の
学
舎
か
ら
巣
立
ち
ま
し
た
。

　

４
月
、校
内
に
目
を
転
じ
れ
ば
、３
年
生
は
東

中
と
南
中
の
制
服
を
着
用
し
、１
・
２
年
生
が
身

に
ま
と
う
両
津
中
の
制
服
の
３
種
類
が
見
ら
れ
、

新
進
気
鋭
の
活
気
に
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
校
の
教
育
目
標
の「
あ
る
べ
き
生
き
方
を

学
ぶ
生
徒
」は
、育
て
た
い
生
徒
の
期
待
像
、教

職
員
の
指
針
で
す
。そ
し
て
、そ
の
具
現
化
を
図

る
た
め
に
、生
徒
と
教
職
員
と
の
英
知
を
結
集

し
、さ
ま
ざ
ま
な
教
育
活
動
を
展
開
し
て
い
ま

す
。

　

こ
こ
で
は
昨
年
の
９
月
に
実
施
し
た
創
立
記

念
行
事「
校
歌
の
情
景
を
味
わ
お
う
」に
つ
い
て

紹
介
し
ま
す
。

　

一
昨
年
度
、公
募
に
よ
り「
両
津
中
学
校
校

歌
」が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。そ
の
校
歌
の
歌
詞
に

は「
ゆ
る
ぎ
な
き
大
佐
渡
の
峰
」「
心
を
映
す
加

茂
湖
の
鏡
」「
き
ら
め
く
波
を
見
た
両
津
湾
」と

雄
大
な
自
然
が
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
の
校
歌

の
表
す
情
景
を
体
感
す
る
た
め
に
、学
区
の
黒

姫
ト
ン
ネ
ル
前
か
ら
大
川
姫
崎
集
会
場
ま
で
の

両
津
湾
沿
い
の
32
・
５
㎞
を
歩
き
ま
し
た
。ま
た

両
津
の
商
店
街
も
コ
ー
ス
に
入
れ
、地
域
の
方

に
生
徒
の
歩
く
様
子
を
見
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、

「
新
生
両
津
中
」
を
ア

ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　

完
歩
す
る
こ
と
が

で
き
た
生
徒
の
一
人
は
、

「
自
分
に
自
信
を
も
つ

こ
と
が
で
き
ま
し
た
」と

語
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
や
休
憩
所
と
し
て

地
域
か
ら
公
民
館
等
の
施
設
を
快
く
提
供
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。そ
し
て
、Ｐ
Ｔ
Ａ
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
、郵
便
局
や
佐
渡
東
警
察
署
等
の
関
係

機
関
に
支
え
ら
れ
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

今
年
度
は
、９
月
23
日
の
秋
分
の
日
、祝
日
に

開
催
し
ま
す
。ぜ
ひ
、多
く
の
地
域
の
方
々
か
ら

さ
ま
ざ
ま
な
形
で
参
加
い
た
だ
き
、地
域
ぐ
る

み
で
マ
ナ
ー
や
モ
ラ
ル
、社
会
性
を
醸
成
し
て
い

く
取
組
に
し
て
い
き
ま
す
。

　

今
後
も
学
校
と
家
庭
、地
域
が
強
い
絆
で
繋

が
り
、教
育
活
動
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
に
よ

り
、新
生
両
津
中
に
ふ
さ
わ
し
い
伝
統
や
誇
り

を
築
い
て
い
き
ま
す
。

◆
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

　
（
両
津
支
所
内
）☎
23
―
４
８
９
８

両津湾を望む春日台に新設
された校舎

創立記念行事
「校歌の情景を味わおう」
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■�

環
境
省
佐
渡
自
然
保
護
官
事
務
所
に

　
遠
矢
自
然
保
護
官
が
着
任

　

は
じ
め
ま
し
て
。

３
月
よ
り
佐
渡
自

然
保
護
官
事
務
所

に
着
任
い
た
し
ま

し
た
遠
矢
駿
一
郎
と
申
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
環
境
省
自
然
環
境
局
野

生
生
物
課
で
ト
キ
を
含
む
絶
滅
危
惧
種
の

保
護
増
殖
に
関
す
る
仕
事
に
従
事
し
た
の

ち
、
仙
台
に
あ
る
東
北
地
方
環
境
事
務
所

で
は
、
昨
年
誕
生
し
た
ば
か
り
の
三
陸
復

興
国
立
公
園
や
世
界
遺
産
・
白
神
山
地
な

ど
に
関
す
る
業
務
に
携
わ
っ
て
お
り
ま
し

た
。
佐
渡
で
は
ト
キ
の
野
生
復
帰
に
関
わ

る
一
連
の
業
務
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

佐
渡
島
内
で
は
昨
年
、
一
昨
年
と
２
年

連
続
で
野
生
下
の
ト
キ
の
ひ
な
が
巣
立
っ

て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
成
果
は
、
佐
渡
市

の
み
な
さ
ま
の
ご
協
力
が
な
く
て
は
得
ら

れ
な
か
っ
た
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
の
繁
殖
期
に
お
い
て
も
多
く
の
ひ

な
の
巣
立
ち
が
期
待
さ
れ
る
と
と
も
に
、

６
月
初
旬
に
は
第
10
回
目
の
放
鳥
も
控
え

て
お
り
、
市
民
の
み
な
さ
ま
が
ト
キ
を
目

に
す
る
機
会
が
さ
ら
に
増
え
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
ま
す
。
野
生
の
ト
キ
が
増
え
る
こ

と
で
、
餌
不
足
の
懸
念
や
、
ト
キ
に
よ
る

苗
踏
み
、
ト
キ
観
察
ル
ー
ル
の
周
知
な
ど

新
た
な
課
題
も
生
じ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

市
民
の
み
な
さ
ま
の
意
見
を
真
摯
に
聞

き
、
ト
キ
と
共
生
す
る
佐
渡
の
暮
ら
し
を

い
っ
し
ょ
に
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

◆
環
境
省
佐
渡
自
然
保
護
官
事
務
所

　
（
新
穂
正
明
寺
１
２
７
７
番
地
）

　

☎
22
―
３
３
７
２

■�
ト
キ
の
ひ
な
誕
生
祈
念
プ
レ
ゼ
ン
ト

　
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
中

　

３
年
連
続

ト
キ
ひ
な
誕

生
、
放
鳥
ト

キ
３
世
誕
生
、

ト
キ
ふ
れ
あ

い
プ
ラ
ザ
の

ト
キ
ひ
な

誕
生
を
祈
念

し
て
、
ト
キ

資
料
展
示
館
、

ト
キ
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
に
ご
来
園
の
お
客

さ
ま
に
、
入
園
券
の
番
号
下
２
桁
で
、
そ

の
場
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
ト
キ
グ
ッ
ズ
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ま
の
ご
来

園
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◆
市
役
所
農
林
水
産
課
生
物
多
様
性
推
進

　

室
ト
キ
政
策
係
（
ト
キ
交
流
会
館
内
）

　

☎
24
―
６
０
４
０

配
置
地
区　
羽
茂
地
区

配
置
時
期　
平
成
25
年
９
月
１
日
着
任

出�

身
地　
大
阪
府
堺
市

佐
渡
市
・
配
置
地
区
の
印
象

　

佐
渡
は
、
約
40
年
間
住
ん
で
い
た
大
阪

か
ら
見
る
と
、
メ
デ
ィ
ア
か
ら
伝
わ
っ
て

く
る
情
報
も
少
な
く
て
、
外
国
よ
り
も
遠

い
場
所
で
し
た
。
佐
渡
に
来
て
か
ら
は
、

佐
渡
は
、
日
本
の
未
来
と
過
去
が
つ
ま
っ

た
島
、
日
本
の
す
べ
て
が
集
ま
っ
た
島
、

さ
ま
ざ
ま
な
可
能
性
が
詰
ま
っ
た
宝
島
の

よ
う
な
場
所
だ
な
と
感
じ
ま
す
。

　

担
当
す
る
羽
茂
地
域
は
規
模
も
環
境
も
、

い
い
意
味
で
小
さ
く
ま
と
ま
っ
て
い
て
、

と
て
も
住
み
や
す
い
所
で
す
。

配
置
地
区
（
羽
茂
地
区
）
で
の
活
動

　

配
置
直
後
か
ら
、地
域
に
あ
る
能
舞
台

を
活
用
し
た
島
外
大
学
の
合
宿
受
け
入
れ

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。現
在
は
、能
合
宿

受
け
入
れ
に
関
す
る
、地
域
と
大
学
側
、能

楽
団
体
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、市
側
な
ど
と
の
調
整

を
行
う
協
議
会
の
設
立
に
向
け
て
、流
れ
づ

く
り
と
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、近
隣
に
あ
る
施
設
を
活
用
し
た
イ

ベ
ン
ト
の
企
画
や
運
営
支
援
な
ど
も
行
っ
て

い
ま
す
。３
月
２
日
に
は
カ
ル
ト
ピ
ア
セ
ン

タ
ー
素
浜
で
、東
京
か
ら
招
致
し
た
ミ
ュ
ー

ジ
シ
ャ
ン
の
公
演
を
企
画
・
運
営
支
援
し
、

新
潟
や
東
京
や
、遠
く
は
山
形
か
ら
お
客
さ

ん
に
来
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。中
で
も
、山

形
か
ら
来
ら
れ
た
方
は
今
回
佐
渡
に
初
め

て
来
ら
れ
、こ
の
機
会
に
１
週
間
か
け
て
佐

渡
を
観
光
し
て
周
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

今
後
の
抱
負

　

協
力
隊
制
度
の
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
軽
さ

や
、私
の
前
職
で
あ
る
編
集
業
の
経
験
を
活

か
し
、羽
茂
と
い
う
小
さ
な
町
か
ら
佐
渡

を
世
界
中
に
紹
介
し
、世
界
中
か
ら
佐
渡

に
人
を
招
き
入
れ
る
よ
う
な
企
画
や
情
報

発
信
を
、少
し
ず
つ
着
実
に
行
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。そ
の
う
え
で
、こ
れ
ま
で

佐
渡
と
か
か
わ
り
の
な
か
っ
た
よ
う
な
人

や
物
、情
報
の
流
れ
を
佐
渡
に
招
き
入
れ
る

こ
と
で
、新
し
い
発
想
や
観
点
か
ら
佐
渡

を
さ
ら
に
よ
い
島
に
す
る
た
め
の
、人
・
物
・

情
報
の
化
学
反
応
を
起
し
て
い
く
こ
と
が

で
き
れ
ば
、と
考
え
て
い
ま
す
。

◆
市
役
所
地
域
振
興
課
地
域
振
興
係

　

☎
63
―
４
１
５
２

ト
キ 

野
生
復
帰
に
む
け
て
114

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す

澤
さわ

村
むら

　明
はる

亨
ゆき

さん
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ジ
オ
パ
ー
ク
、
推
進
日
記
　
㊲

絵
図
か
ら
見
え
る
こ
と
⑾　

― 

下お
り

戸と

夕せ
き

照し
ょ
う 

―

　

下
戸
村
は
、
相
川
市
街
地
の
南
端
部
に

位
置
し
、
古
く
は
「
折
戸
」
と
も
表
記
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
元
は
羽
田
村
の
一
部
で

慶
長
５
（
１
６
０
０
）
年
の
検
地
の
際

に
分
村
し
た
と
さ
れ
、
地
名
の
由
来
は
、

「
オ
リ
ト
」
と
い
う
羽
田
村
の
農
家
の
娘

が
、
こ
の
地
に
嫁
い
で
き
た
こ
と
に
よ
る

と
の
説
も
あ
り
ま
す
。

　

開
発
当
時
の
下
戸
村
は
、
北
は
大お

仏
ぼ
と
け

川
、
南
は
海あ

士ま

町ま
ち

川
に
挟
ま
れ
た
沼
地
で

し
た
が
、
羽
茂
飯
岡
か
ら
十
二
権
現
を
勧

請
し
た
永
享
12
（
１
４
４
０
）
年
頃
か
ら
、

羽
田
村
の
人
々
が
中
心
と
な
っ
て
新
田
畑

を
開
発
し
て
き
ま
し
た
。

　

相
川
金
銀
山
の
開
発
に
伴
い
、
下
町
の

町
立
て
が
進
む
寛
永
６
（
１
６
２
９
）
年

に
は
、
下
戸
村
に
続
い
て
下
戸
町
が
で
き
、

元
禄
年
間
（
１
６
８
８
～
１
７
０
４
年
）

ま
で
の
間
に
下
戸
炭
屋
町
・
下
戸
炭
屋
裏

町
・
下
戸
炭
屋
浜
町
な
ど
が
開
か
れ
て
い

き
ま
す
。
ち
ょ
う
ど
二
・
三
町
目
か
ら
下

戸
町
に
か
け
て
砂
浜
が
広
く
な
っ
た
時
期

と
重
な
り
ま
す
。

　

こ
の
頃
、
浜
か
ら
吹
き
寄
せ
ら
れ
る
飛

砂
を
防
ぐ
松
並
木
が
整
備
さ
れ
た
の
で

し
ょ
う
か
。
お
よ
そ
50
年
後
に
描
か
れ
た

「
相
川
八
景
」
に
は
、
「
下
戸
の
松
も
朧
お
ぼ
ろ

な
る
…
」
と
あ
り
、
「
山
な
ら
て　

波
に

入
日
の
影
う
す
く　

下
戸
に
立
て
る
松
は

久
し
き
」
と
詠
ま
れ
て
い
ま
す
。

◆
市
役
所
世
界
遺
産
推
進
課

（
金
井
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー
内
）

　

☎
63
―
５
１
３
６

お
い
し
い
イ
カ
は
い
か
が
？

　
　

今
年
に
入
り
、日
本
海
側
で
ダ
イ
オ
ウ

イ
カ
が
次
々
と
定
置
網
に
か
か
っ
た
り
、浜

に
打
ち
上
げ
ら
れ
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
４
月
１
日
現
在
、捕
獲
さ
れ

た
ダ
イ
オ
ウ
イ
カ
10
匹
の
う
ち
、６
匹
が
佐

渡
沖
で
捕
獲
さ
れ
ま
し
た
。

　

ダ
イ
オ
ウ
イ
カ
は
水
温
６
度
か
ら
10
度

ほ
ど
の
深
海
に
生
息
し
、小
笠
原
諸
島
沖

な
ど
温
帯
海
域
を
好
み
ま
す
。日
本
海
に

は
、水
深
３
０
０
メ
ー
ト
ル
の
深
さ
に「
日

本
海
固
有
水
」と
呼
ば
れ
る
水
温
０
度
か

ら
１
度
ほ
ど
の
冷
た
い
水
の
層
が
あ
る
た

め
、水
深
２
０
０
メ
ー
ト
ル
付
近
に
上
が

れ
ば
ダ
イ
オ
ウ
イ
カ
は
生
息
で
き
る
と
み

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
が
日
頃
食
べ
て
い
る
ス
ル
メ
イ

カ（
マ
イ
カ
）も
暖
か
い
と
こ
ろ
が
好
き
で
、

日
本
海
を
暖
流
に
乗
っ
て
移
動
し
ま
す
。春

か
ら
秋
に
か
け
て
東
シ
ナ
海
か
ら
日
本
海

を
暖
流
に
乗
っ
て
北
上
し
、北
海
道
の
稚
内

付
近
ま
で
移
動
し
ま
す
。そ
し
て
十
分
に
成

長
し
た
イ
カ
は
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
南
下

し
、生
ま
れ
た
海
域
に
戻
っ
て
産
卵
し
ま
す
。

　

イ
カ
は
暖
か
い
暖
流
に
は
乗
り
ま
す
が
、

冷
た
い
寒
流
に
は
乗
り
ま
せ
ん
。佐
渡
島
は
、

温
か
い
暖
流
と
冷
た
い
寒
流
が
ぶ
つ
か
る

場
所
に
位
置
し
て
い
る
た
め
、佐
渡
沖
で
多

く
水
揚
げ
さ
れ
る
の
で
す
。

　

も
し
、寒
流
と
暖
流
が
ぶ
つ
か
る
場
所
で

な
け
れ
ば
、イ
カ
た
ち
は
暖
流
に
乗
っ
て
佐

渡
沖
を
通
過
し
て
い
っ
て
し
ま
い
、私
た
ち

が
食
べ
る
イ
カ
の
量
も
少
な
く
な
っ
て
い
た

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

６
月
が
水
揚
げ
の
最
盛
期
と
な
る
ス
ル

メ
イ
カ
の
ほ
か
、佐
渡
で
は
ヤ
リ
イ
カ
や
ソ

デ
イ
カ
な
ど
も
水
揚
げ
さ
れ
、島
民
に
と
っ

て
最
も
身
近
な
存
在
で
す
。佐
渡
の
夏
の
風

物
詩
で
あ
る「
漁
火
」を
眺
め
、イ
カ
た
ち

が
暖
流
に
乗
っ
て
い
る
姿
を
想
像
し
な
が

ら
イ
カ
を
噛
み
し
め
て
み
て
は
イ
カ
が
で

し
ょ
う
。

◆
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　

ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
室（
佐
渡
博
物
館
内
）

　

☎
52
―
２
４
４
７

世
界
遺
産
登
録
に
向
け
て

下戸町と田植を終えた田町付近の風景
（大正10年前後）

山尾定政筆「相川八景　下戸夕照」

泳ぐイカ
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　「本とあそぼう　全国訪問　おはなし隊」は、
およそ 550 冊の絵本・児童書を夢いっぱいのキャ
ラバンカーに積み込んで、全国各地を訪問してい
ます。おはなし会や見学・自由に本の閲覧ができ
ます。子どもたちが絵本に親しむまたとない機会
です。ぜひ、ご家族でお出でください。
お問い合わせ　中央図書館☎６３－２８００

図書館自主講座のお知らせ
文学講座�
講座生募集～6月開講～
日時　毎月第１水曜日
　　　午前10時～11時30分
場所　中央図書館２階　講座室
講師　坂

さか

口
ぐち

　昭
しょう

一
いち

�先生
　　　　（元佐渡高等学校教諭）
テーマ　「竹取物語」
お申し込み・お問い合わせ
　中央図書館☎６３－２８００

資料紹介
「翻刻　堀家本　源氏物語」　坂口昭一翻刻
　中央図書館の自主講座「文学講座」の講師であ
る翻刻者が、平成15年当時、金井町立図書館に
「源氏物語」の写本の存在を知り（佐渡の旧家か
ら出た源氏物語の写本）、これを何とか佐渡の文
化的遺産として広く世に告げたい。また、この資
料が世の中の源氏物語研究の一助になればとの思
いで仕上げた本です。資料は残部僅少、頒価実費
です。

「本とあそぼう　全国訪問　おはなし隊」
　キャラバンカーが佐渡にやってくる！

毎
月
第
３
日
曜
は
「
家
庭
の
日
」

　

新
潟
県
青
少
年
健
全
育
成
県
民
会
議
で

は
、
毎
月
第
３
日
曜
日
を
「
家
庭
の
日
」

と
定
め
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
を
健
や
か
に
育
て
る
た
め
、

家
庭
は
私
た
ち
の
大
切
な
居
場
所
で
あ
り
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
る
日
と
し

て
、
県
民
ぐ
る
み
の
青
少
年
健
全
育
成
運

動
を
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

「
家
庭
の
日
」
に
は
、
家
族
一
緒
に
過

ご
し
ま
し
ょ
う
！

お
問
い
合
わ
せ

　

佐
渡
市
青
少
年
健

全
育
成
市
民
会
議

（
佐
渡
市
教
育
委
員

会
社
会
教
育
課
内
）

　

☎
27
―
４
１
８
５

親
子
ふ
れ
あ
い
教
室
（
金
井
地
区
）

　

親
子
ふ
れ
あ
い
教
室
を
３
月
８
日
㈯
に

金
井
吉
井
の
金
井
東
部
地
区
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

保
育
園
の
年
中
か
ら
小
学
３
年
生
ま
で

の
親
子
を
対
象
と
し
た
、
お
こ
し
型
団
子

づ
く
り
を
行
い
、
当
日
は
11
人
の
親
子
が

参
加
し
、
鯛
や
椿
な
ど
の
お
こ
し
型
団
子

を
作
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
自
分
で
作
っ
た
お
こ
し
型
団

子
を
お
い
し
く
楽
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

生涯学習
だより
教育委員会社会教育課

☎２７─４１８５
（両津支所内）

開催日　６月７日㈯
○さわた図書館
　午前10時30分～11時35分
○両津図書館
　午後２時30分～３時35分

会
場
・
時
間

中央図書館　☎ 63-2800

図書館だより
BOOK
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首都圏情報コーナー

「佐渡を世界遺産にする会」へ２団体が新規入会
　４月２日、佐和田行政サービスセ
ンター隣の「佐渡を世界遺産にす
る会」事務局内において、新たに�
ＪＡ佐渡と株式会社近藤組の２団
体の入会に対する感謝状贈呈式が
行われました。
　この会は、市民等が一体となっ
て佐渡金銀山の世界遺産登録支
援を目的に設立されたものです。
　現在、同会の会員は個人1,741人、
企業等54社（４月２日現在）です
が、今後も世界遺産登録に向けた島民の機運盛り上がりに一役買う
ために、会員の拡大を目指すとのことです。

第16回産業振興フォーラム開催される
　去る３月22日㈯、新潟
館ネスパスにおいて産業
振興フォーラムが開催さ
れました。今回の講師は、
両津夷出身でマスターマ
インド・ジャパンのファッ
ションデザイナー・本間
正章氏（44歳）で、「唯一
無二、こだわりが育てた
ファッションブランド」ということで講演いただきました。

　本間氏は、18歳で佐渡を出て、ロンドンへ留学。日本に戻って
からファッションの世界に入り、自分のブランドを立ち上げ、現在
の名声を得るまでの苦労の道のりと、支えてくれたご両親や協力
者の方々への感謝や、ご自分のこだわりのモノづくりの一端をご
紹介いただきました。

　「お客様や取引先の方々に喜びや利益を与えられずして自ら
の成功はない」という一言は多くの聴衆の心に響き、苦労された
本間氏の人生訓を含んだ非常に示唆に富む講演でありました。

　第２部は、佐渡市教育委員会・ジオパーク推進室の野口敏樹
室長により「佐渡ジオパークってなあに？」と題し、３億年前から
現在にいたる佐渡の成り立ちから人々の生活をスライドで紹介
していただき、非常に興味深いものでありました。

　なお、フォーラムの冒頭では25年度で佐渡市の任期を終えら
れる藤井総合政策監から佐渡島への想いと感謝の言葉を述べ
られ、今回は90人近くのご参加を得、フォーラム、懇親会とも大
盛況でありました。

（文責：佐渡市東京事務所　小路　徹）

寄付のお礼
　当市にご寄付をいただき、お礼申し上げ
ます。
○物品�
　車椅子２台�
　高齢福祉施設のため�
　　株式会社　上新トレーディング�
　　　佐渡営業所　様（吉井本郷）
　ピアニカ台23台、ＤＶＤ１枚�
　さわた幼稚園の教育環境整備のため�
　　さわた幼稚園父母の会�
　　　会長　渡部　智美　様
　図書168冊�
　�　140周年記念事業の一環として、新潟
の子どもたちの成長を応援するため�
　　株式会社第四銀行　様�
　　佐渡汽船株式会社　様

○住所氏名のみ記載�
　　一柳流青柳会　様�
　　和泉賢一　様（埼玉県越谷市）�
　　和泉　徹　様（新潟市）

司法書士による無料法律相談
★面談方式です。�
　　事前にご予約ください。
日時　�5月26日㈪～30日㈮�

午後１時～５時
場所　市内の各司法書士事務所
・�土地や建物の売買、贈与、相続、担
保権の設定等の手続き
・�会社・法人の設立、変更等の登記問
題
・�金銭の貸し借り、借地・借家等のトラ
ブルの申し立て
・�多重債務者の調停、訴訟、自己破産
等による救済の申し立て
・�訪問販売の解約、保証人、隣地間の
もめ事等の手続き
・�家庭内の人間関係と結婚、離婚、内
縁等の問題の手続き
・遺言の方法と相続手続き
・�高齢者の今後の財産管理等（生前贈
与・遺言・負担付遺贈・死因贈与・信
託・財産管理委任契約等の手続き）
　その他、お気軽にご相談ください。
お問い合わせ�
司法書士会佐渡支部☎５５－３１１７�
（平日・午前９時～午後５時）

講演する本間正章氏

感謝状を弾正会長より贈呈される
ＪＡ佐渡の代表
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＊ 戸 籍 の 窓 ＊ 3.14〜 4.10届出

う ぶ ご え
地 区 名  大 字 名  氏 　 　 名  保護者 たんじょう日

両　津 両津湊 尾　潟　春　美 90 3.13
　〃 両津夷 飯　嶋　七　郎 90 3.13
　〃 両津湊 中　村　　　久 84 3.14
　〃 住吉 佐　合　鐵　雄 90 3.15
　〃 加茂歌代 大　畠　利　良 86 3.16
　〃 鷲崎 石　川　トシ子 81 3.17
　〃 東立島 　　池　マチ子 82 3.19
　〃 両津夷 坂　　　一　雄 81 3.22
　〃 旭 土　屋　ウ　メ 80 3.22
　〃 両津湊 塚　本　テ　ツ 101 3.23
　〃 両津福浦二丁目 山　口　壽　一 85 3.24
　〃 椿 辻　　　テ　ツ 103 3.24
　〃 両津湊 見　山　ミサエ 90 3.25
　〃 下横山 加　藤　三　郎 83 3.30
　〃 両津夷 本　間　壽　榮 78 4.  6
相　川 相川中京町 田　中　光　昭 70 3.15
　〃 橘 岩　﨑　秋　雄 77 3.18
　〃 後尾 穴　山　キ　ク 87 3.21
　〃 相川四町目 中　田　ト　ミ 95 3.28
　〃 北片辺 坂　本　享　二 84 3.30
　〃 相川下戸町 林　　　ハ　ル 93 4.  2
　〃 後尾 植　田　智惠子 74 4.  5
　〃 小田 本　多　ア　キ 93 4.  9
佐和田 山田 三　井　作　衛 88 3.20
　〃 河原田諏訪町 向　山　チ　ヨ 95 3.21
　〃 八幡 若　林　稔　康 54 3.29
　〃 窪田 石　川　武　次 76 3.30
　〃 沢根五十里 須　田　アキエ 89 4.  7
　〃 沢根 光　谷　ユキ子 91 4.  8
　〃 八幡 若　林　チヨノ 86 4.  9
金　井 中興 松　本　ハツノ 83 3.17
　〃 大和 藤　井　し　ず 84 3.18
　〃 金井新保 寺　澤　　　剛 91 3.31
　〃 千種 浅　倉　フ　ミ 86 4.  3

金　井 金井新保 清　水　千　代 90 4.  3
　〃 泉 村　田　良　吉 87 4.  4
　〃 千種 岩　﨑　麗　子 82 4.  5
新　穂 新穂大野 安　田　俊　雄 88 3.22
　〃 新穂潟上 幸　賀　三　枝 83 3.24
　〃 新穂長畝 本　間　一　雄 89 3.25
　〃 上新穂 石　井　リ　ウ 85 3.28
　〃 新穂皆川 磯　部　タ　マ 93 4.  1
　〃 新穂大野 野　﨑　シゲノ 85 4.  9
　〃 新穂潟上 土　屋　繁　雄 84 4.10
畑　野 浜河内 佐　藤　多　作 88 3.16
　〃 小倉 豊　木　次　郎 87 3.23
　〃 大久保 佐　藤　君　榮 80 3.28
　〃 畑野 杉　本　タ　ミ 79 4.  4
　〃 寺田 榎　　　義　雄 96 4.  6
　〃 小倉 髙　野　　　稔 79 4.10
真　野 真野新町 山　本　ヨシノ 94 3.23
　〃 竹田 計　良　春　　 97 4.  1
　〃 豊田 本　間　　　實 84 4.  2
　〃 背合 松　本　元　司 71 4.  3
　〃 豊田 小　山　正　夫 88 4.  7
　〃 吉岡 本　間　與　八 87 4.  7
小　木 小木大浦 金　子　サ　ワ 88 3.27
　〃 宿根木 石　塚　邦　博 77 3.29
　〃 宿根木 髙　津　敏　子 82 4.  1
　〃 井坪 渡　邉　幸　助 84 4.  5
羽　茂 羽茂亀脇 笠　井　サチ子 84 3.20
　〃 羽茂大橋 中　川　澄　子 86 3.25
　〃 羽茂大石 西　野　　　勉 66 3.25
　〃 羽茂大石 内　海　マツエ 87 4.  2
　〃 羽茂大橋 丸　畑　卯市郎 86 4.  4
赤　泊 赤泊 寺　尾　ト　リ 100 3.16
　〃 三川 　　池　武　治 101 3.27
　〃 赤泊 仁　科　　　淳 73 3.28
　〃 下川茂 駒　形　常　雄 66 4.  6

お く や み
地 区 名  大 字 名  氏 　 　 名  年 　 齢  ご 命 日

両　津 両津夷 小　池　悠　陽 浩司 3.  8
　〃 両津湊 田　中　澪　来 英人 3.13
　〃 梅津 山　口　莉　子 裕児 3.15
　〃 真木 松　木　優　士 裕介 3.30
相　川 橘 岩　﨑　桜　汰 竜 3.20
佐和田 市野沢 土　屋　愛　華 成利 3.13
　〃 中原 中　川　暖　花 大地 3.29
金　井 千種 加　藤　遥　斗 洋平 3.  8
　〃 泉 小　杉　莉　瑚 祐二 3.22

金　井 千種 臼　木　結　人 孝弘 3.26
　〃 千種 余　湖　義　信 信広 4.  5
新　穂 新穂北方 松　山　隆　伸 隆弘 3.31
　〃 新穂青木 石　井　碧　莉 大輔 4.  2
真　野 豊田 本　間　せ　ら 敦 3.12
　〃 竹田 中　川　陽　翔 洸一 4.  4
羽　茂 羽茂上山田 渡　辺　陽　斗 章 3.  3
　〃 羽茂本郷 村　上　駿　斗 智之 3.22
小　木 琴浦 藤　田　　　葵 裕也 3.20

（はるひ）
（れいら）
（りこ）
（ゆうし）
（おうた）
（まなか）
（ほのか）
（はると）
（りこ）

（ゆいと）
（よしのぶ）
（たかのぶ）
（あいり）
（せら）
（ひなと）
（はると）
（はやと）
（あおい）
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佐渡を元気に！
食を通じてシリーズ 2あなたは塩分をとり過ぎていませんか？

　塩分のとり過ぎは、胃がん、高血圧、心臓病、腎臓病
などさまざまな病気になりやすくなります。

佐渡市健康推進協議会のいち押ししょうゆは
“出し割りしょうゆ"!!

　昨年度、佐渡市健康推進協議会では、”減塩 ” をテーマ
に健康学習会を開催しました。おすすめは、”出し割しょ
うゆ ” です。おいしいだし汁としょうゆで割るので、塩
分が半分でもおいしく食べられます。
☆出し割しょうゆの作り方☆
①�鍋に水 200㏄を入れ、沸騰させ、かつお節 10 ｇを加えさらに
ひと煮立ちさせ火を止めます。
②�かつお節が下に沈んだら、布巾などでこしてだし汁を作ります。
③�しょうゆ 100㏄とだし汁 100㏄を混ぜると出し割しょうゆので
き上がりです。
※�だしをとるのが面倒な方は、かつお節にお湯をかけるだけでだしが
とれます。
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　アミューズメント佐渡からのお知らせ　
結成55周年記念
ベンチャーズ 
ジャパン・ツアー2014
日 時　８月 16日㈯
　　　　　開場��午後６時　　開演��午後６時30分
会 場　アミューズメント佐渡　大ホール
チケット　全席指定5,500円（税込）発売中
★チケットのお求めは
アミューズメント佐渡、丸屋書店、曽我商店、�
ヤマゴ、本間衣料品店、本間書店、池田屋商店、�
玉箋堂

お問い合わせ
アミューズメント佐渡☎５２－２００１

材料（25個分）
　よもぎ：1kg
　笹：75枚
　すげ：25本
　もち粉：700g
　うるち粉：300g
　あんこ：500g
作り方
①�よもぎ1kgに対
して、重曹を小さ
じ2入れ、色が変
わる程度にゆで
る。
②�冷たくなるまでよもぎを水洗いし、ミキサーにか
ける。
　すげはやわらかくなるまで水につけておく。
　笹はきれに水洗いし、水切りしておく。
③�もち粉700gとうるち粉300gにミキサーにかけ
たよもぎを混ぜる（よもぎの汁で硬さを調整す
る）。
④あんこは1個20g、団子は50gにして丸める。
　あんこを団子で包み、俵型にする。
⑤団子1個につき笹を3枚使い、すげを使い包む。
⑥�蒸し器に入れ、湯気があがったら中火で20分ほ
ど蒸す。

残したい
佐渡の郷土料理 笹団子
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市の面積　855.34㎢（平成24年10月1日）　市の海岸線280.5km（平成23年3月31日）

佐渡市メール配信サービス実施中
＊＊配信情報＊＊
　火災（建物のみ）、防災・防犯、通行止め、観光
イベント情報、くらしの情報、島外イベント情報
アドレス�psc1.sado@fofa.jpに空メールを送る
と、仮受付メールが返信されますので、案内にし
たがって本登録してください。
　迷惑メール設定をしている場合は、空メール送信前に必ず
「psmail.jp」を受信可能ドメインに設定してください。

お問い合わせ��市役所地域振興課（情報政策係）��
☎63─5139

ＣＮＳテレビ（佐渡市ケーブルテレビ）
データ放送　チャンネル　■111ch、112ch、113ch
データ内容　■行政、生活、交通、防災、イベント、コミュニティチャンネル
※�自主放送チャンネルを選局してリモコンのｄボタンを押すだけで簡単
に佐渡市内の情報がご覧になれます。
＊�＊お知らせ＊＊　ＣＮＳテレビでは、現在アナログテレビでも視聴でき
るデジアナ変換放送を行っています。ただし、デジアナ変換放送は平成
27年3月末で終了しますので、デジタル対応テレビ等をお持ちでない方
は、期日までに準備をお願いします。
＊＊加入・使用料・番組についてのお問い合わせ＊＊
　　　　　　　　指定管理者�㈱佐渡テレビジョン☎61-1212

第14回 はんが甲子園（ 全国高等学校
版画選手権大会）審査結果

　３月 19日㈬から 22日㈯まで、佐渡市相川体育館を会場に行われた「第 14回はんが甲子園」が無事終了しました。
３月 22日㈯の閉会式に先立ち審査会が行われ、本戦に出場した 14校の審査結果は以下のとおりとなりました。各
賞の審査は、審査員長の (一社 )日本版画協会理事長�磯見輝夫氏と (一社 )日本版画協会運営委員�東樋口徹氏、(一社 )
佐渡版画村理事長�高橋保氏により行われました。

第14回はんが甲子園　審査結果
賞名 学校名 タイトル

文部科学大臣賞 静岡県立伊東高等学校城ヶ崎分校 春を待つ
中小企業庁長官賞 神奈川県立弥栄高等学校 技がつたえる島の生命
新潟県知事賞 青森県立弘前実業高等学校 故郷を繋ぐ
佐渡市長賞 大阪信愛女学院高等学校 波の花　雪の花　トキの華

佐渡版画村賞 静岡県立浜松江之島高等学校 佐渡で輝く
おばあちゃんからの手紙

審査員奨励賞 岩手県立盛岡第一高等学校 明日へ渡れ
審査員奨励賞 学校法人盈進学園東野高等学校 町の記憶
審査員奨励賞 埼玉県立熊谷女子高等学校 佐渡に輝く
審査員奨励賞 埼玉県立熊谷西高等学校 芽吹きのトキ
審査員奨励賞 新潟県立佐渡中等教育学校 悠久～強く誇る羽衣杉～
審査員奨励賞 福井県立藤島高等学校 届ける
審査員奨励賞 大阪市立工芸高等学校 開運、佐渡物語
審査員奨励賞 島根県立益田高等学校 春を待つ岩首の棚田
審査員奨励賞 高知県立大方高等学校 つながるいのち
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青森県立弘前実業高等学校


